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本日、名古屋高等裁判所は、蒲郡駅事件に対して、加藤誠二さんの控訴を棄却

し 検察側の主張を全面的に受け入れ 推認 憶測 を積み重ねた第一審 ４、 、「 」、「 」 （

月21日名古屋地裁）の不当判決を支持する反動判決を下した。

特に核心点である①加藤さんは、書庫のカギの保管場所、会社の内部文書の存

在自体すら知らないのに、どのようにして１分たらずの短時間にカギを発見して

書庫から内部文章を持ち出せたのか。②内部文書から加藤さんの指紋が検出され

ず、証拠として提出されてないこと、この２点に絞って高等裁判所の見解を求め

たが、判決では全く説得力のない論理を展開し、地方裁判所以上に検察を後押し

した判決の内容であった。

平和と民主主義を守るために職場・地域

から闘っているＪＲ総連をはじめＪＲ東海

労、ＪＲ東労組に対して、警察権力、会社

一部経営陣、ＪＲ連合、週刊現代をはじめ

とする一部マスコミや嶋田一味らが一体と

なって大弾圧をかけてきているのである。

私たちは、ＪＲ浦和電車区事件を契機と

した政治弾圧・国策捜査を許さず全国の仲

間とともに、加藤誠二さんと美世志会の仲

間の完全無罪と職場復帰を求めて最後の最

後まで断固闘うものである！

司法の反動化を許さず、えん罪事件で苦しんでいるすべての人たちと連帯して闘おう！


